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飯山の町を中世から形づくってきた飯山城。

戦国時代、江戸時代を経て

桜の頃には花見客で賑わい

秋には紅葉に彩られ

雪の頃には子どもたちが

城跡の斜面をスキーで駆け下りたことも。

城郭はなくとも、今も愛され続ける城なのです。

城からまちが生まれいでて

今、まちに抱かれるようにある飯山城。

かつてに思いをはせながら

巡ってみるのは、いかがでしょう。

「

飯
山
城
」

写真：飯山城 本丸石垣

表紙 :�飯山城跡公園 復元城門と桜 「飯山旅々。」とは
信州、飯山の地元密着型の

旅のプランを届けるウェブ

サイトです。旅の背景にあ

る飯山の魅力を知ってほし

いという思いから、本誌「飯

山旅々。」は生まれました。

飯山の温もりを、紙の手触

り と と も に お 届 け し ま す。

みなさんの、旅のきっかけ

になりますように。

会
っ
て
か
し
！
い
い
や
ま
の

か
お

イ
ギ
リ
ス
出
身
の
リ
ア
ン
さ
ん
。
2
0
0
5
年
に

来
日
、
当
時
は
英
語
教
師
で
し
た
。
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
仲
間
と
飯
山
に
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
15

年
に
飯
山
・
戸
狩
へ
移
住
。
現
在
は
1
棟
貸
し

ロ
ッ
ジ
の
オ
ー
ナ
ー
兼
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
戸
狩
の
魅
力
は
「
人
の
優
し
さ
」

と
リ
ア
ン
さ
ん
。
未
経
験
か
ら
の
宿
経
営
が
続
け

ら
れ
て
い
る
の
も
地
元
の
方
々
の
温
か
い
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
と
の
こ
と
。
ロ
ッ
ジ
は
戸
狩
温
泉
ス

キ
ー
場
か
ら
徒
歩
圏
内
。
毎
冬
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
す
る
と
「
お
か
え
り
!
」「
ま

た
会
え
た
ね
!
」
と
喜
び
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
る

そ
う
で
す
。

❽
聞
き
手
・
書
き
手
　
池
田 

南

●M
T

N
 h

o
lid

ays

の
「
ト
ガ
リ
イ
ン
18
」
で
は
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
に
カ
フ
ェ
も
営
業
。
お
す
す
め
の
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
を
味
わ
い

に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

ビ
ュ
キ
ャ
ナ
ン
・
リ
ア
ン
さ
ん

M
T

N
 h

o
lid

ays

オ
ー
ナ
ー

1	 連載　会ってかし ! いいやまのかお

2	 巻頭特集 �「飯山城」
3	 絵図で見る飯山城

5	 飯山城、その成り立ちを知る

8	 創業 3 0 0 年超、城下に息づく商い

9	 飯山城を攻めてみた !

13	 飯山旅々。春夏のおすすめ旅

14	 連載　いいやま うまいもの
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絵図で 見る飯山城
19 世紀中頃のものを元にかきおこした絵図。この状況のまま幕末を迎えたといわれています。

そんな地図を眺めながら、いざ飯山城へ。どうぞ今昔をお楽しみください。

13世紀初頭	 ★泉氏の居城（伝承）

1553	 川中島合戦（第一次）

1555	 川中島合戦（第二次）

1557〜	 ★高梨氏の居城

1557	 川中島合戦（第三次）

1560	 桶狭間の戦い

1561	 川中島合戦（第四次）

1564〜	 �★上杉氏の前線基地として	 	
本格的に築城

1564	 川中島合戦（第五次）

1575	 長篠の戦い

1578〜	 ★武田勝頼に割譲

1582	 本能寺の変

1583〜	 ★岩井信能（上杉家臣）城代

1584	 小牧・長久手の戦い

1590	 豊臣秀吉 天下統一

1598〜	 ★関 一政

1600〜	 森 忠政（支配）

1600	 関ヶ原の戦い

1603	 徳川家康 江戸幕府を開く

1603〜	 ★皆川広照（城代）

1610〜	 ★堀直寄

1615	 大坂の陣

1616〜	 ★佐久間安政（3 代）

1639〜	 ★松平忠倶（2 代）

1706〜	 ★永井直敬

1711〜	 ★青山幸侶

1717〜 1871 	 ★本多助芳（10 代）

1847	 善光寺地震 石垣倒壊

1849	 石垣再建

1867	 大政奉還

1868	 戊辰戦争、飯山戦争、明治維新

1871	 廃藩置県

❻歌碑
「 千 曲 川 板 橋 長 し ふ り さ

けて越後境の山見ゆるか

な」病気療養のため島木

赤彦の紹介で飯山に滞在

し た 諏 訪 市 出 身 の 歌 人、

土田耕平による

❽本丸跡（葵神社）
当 初、 城 主 の 居 館

が 設 け ら れ た 場 所。

廃 城 後 の 明 治 16

（1883） 年、 最 後 の

城 主、 本 多 家 の 中 興

の 祖・ 広 孝 を 祀 る 葵

神社が建てられた

❶南大手門跡
かつての南の入り口。門

は長野市の信叟寺山門と

して移築された。かつて

の大手門の位置に、現在

は鳥居が建ち先へ進むと

扇坂が迎える

❹三年坂跡
南北からやってくる道が

合わさる場所で、三の丸

へ至る急坂がある。敵の

侵入を防ぐために高い廓

が造成されたので急勾配

になっている

❺三の丸跡
武 士 が 駐 留 し て 城 を 守 っ た 平 坦 な 場

所 で、 か つ て は 土 塁・ 土 塀 に よ っ て

囲 ま れ、 物 見 櫓 の 二 重 櫓 の ほ か、 武

器蔵や籾蔵があったとされる

❷飯山城 城門
市 内 丸 山 家 に 残 さ れ て い た 長 屋 門 が

城 門 で は な い か と 推 測 さ れ、 住 居 解

体 に と も な い 移 築 復 元 さ れ た。 ど の

場所の門かは明らかでない

❸桜井戸跡
鎌 倉 時 代 の 伝 説 的 な 英 雄・ 泉 小 次 郎

親 衡 が 鶴 岡 八 幡 宮 の お 札 を か け て 祈

り 根 元 を 掘 る と 水 が 湧 い た と さ れ る

井戸。歴代城主も使ってきた

❼二の丸跡
江 戸 時 代 御 殿 が あ っ た 場 所。 城 主 の

公 邸 で、 藩 の 儀 式 な ど は す べ て こ こ

で 行 わ れ た。 江 戸 前 期、 松 平 氏 の 頃

に裏門の坂口門・坂下門がつくられ、

千 曲 川 沿 い の 馬 場 や 矢 場 へ 直 接 行 き

来ができた

参考『江戸時代後期飯山城下町絵図』

★は城主

❻
❺

❹
❸

❷

❶

❼

❽

歴代城主と主な歴史

北門

裏門

本丸門
扇坂 虎口枡形

三日月堀

坂下門

坂口門

三ノ丸門二ノ丸門

不明門

北中門

西曲輪
御用所

駕籠部屋

南中門

千曲川
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城
と
い
っ
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、

江
戸
時
代
に
築
城
さ
れ
た
石
垣
と
堀
に

囲
ま
れ
た
天
守
閣
の
あ
る
城
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
飯
山
城
は
そ
れ
よ
り
以

前
の
中
世
に
完
成
し
た
城
で
、
基
本
的

に
は
土
で
で
き
た
城
で
す
。

　
13
世
紀
、
鎌
倉
幕
府
に
仕
え
た
泉
小

次
郎
親
衡
の
居
城
と
し
て
築
城
さ
れ
た

の
が
は
じ
ま
り
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
戦
国
時
代
に
は
飯
山
市
の
南
に
位

置
す
る
現
在
の
中
野
市
に
拠
点
を
置
い

て
い
た
高
梨
氏
が
武
田
氏
に
追
わ
れ
て

飯
山
城
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
越

後
の
上
杉
氏
が
対
武
田
の
信
越
国
境

警
備
の
前
線
基
地
と
し
て
本
格
的
に

築
城
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
の
は
永

禄
7
（
1
5
6
4
）
年
10
月
1
日
と
さ

れ
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
に
築
城

4
6
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
残
丘
と
呼
ば
れ
る
地
形
を
利
用
し
、

急
峻
な
崖
に
直
角
に
近
い
石
垣
を
築

き
、
周
辺
に
は
一
重
の
堀
を
配
し
た
城

で
す
。
さ
ら
に
東
に
千
曲
川
、
北
に
皿

川
、
西
に
湿
地
帯
、
そ
の
奧
に
は
関
田

山
脈
を
擁
す
る
、
自
然
地
形
を
巧
み
に

利
用
し
た
自
然
地
形
に
守
ら
れ
た
城
で

も
あ
り
ま
す
。

　
北
側
か
ら
三
の
丸
、
二
の
丸
、
本
丸

を
置
い
た
梯
郭
式
で
、「
う
し
ろ
堅
固

の
城
」
と
呼
ば
れ
、「
攻
め
る
に
難
く

護
る
に
易
い
城
」
と
も
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
実
際
、
永
禄
11
年
に
は
武
田
氏

が
飯
山
城
付
近
ま
で
攻
め
込
み
、
泉
氏

や
地
侍
な
ど
の
飯
山
衆
と
越
後
の
上
杉

軍
が
立
ち
向
か
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
と
き
も
飯
山
城
の
堅
固
な
構

造
で
難
を
逃
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
絵
図
を
見
る
と
正
門
の

大
手
門
は
南
に
あ
り
ま
す
が
、
築
城
時

は
北
側
に
あ
り
ま
し
た
。
上
杉
の
命
で

築
城
さ
れ
た
た
め
、
上
杉
の
居
城
が
あ

る
北
の
越
後
側
が
正
面
と
な
る
た
め
で

す
。
堀
も
南
の
方
が
幅
広
で
、
攻
撃
に

備
え
た
だ
ろ
う
こ
と
が
絵
図
か
ら
う
か

が
え
ま
す
。
大
手
門
は
江
戸
時
代
に

入
っ
て
平
和
が
訪
れ
た
頃
、
城
下
町
が

広
が
る
南
側
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
度
は
武
田
氏
の
難
を
逃
れ
た
飯
山

城
で
す
が
、
天
正
6
（
1
5
7
8
）
年

に
上
杉
景
勝
と
武
田
勝
頼
の
和
睦
に
よ

り
一
時
的
に
武
田
領
と
な
っ
た
歴
史
も

あ
り
ま
す
。和
睦
と
は
い
え
戦
乱
の
世
、

今
度
は
武
田
氏
が
飯
山
城
を
対
上
杉
の

前
線
基
地
と
す
べ
く
、
大
改
修
を
行
い

ま
し
た
。
た
と
え
ば
北
側
に
数
多
く
つ

く
ら
れ
た
枡
形
や
、
本
丸
入
口
に
見
ら

れ
る
虎
口
枡
形
な
ど
は
武
田
流
と
い
わ

れ
る
築
城
技
術
で
す
。
現
在
は
埋
め
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
の
三
日
月
堀

も
当
初
に
は
な
く
、
武
田
氏
に
よ
っ
て

普
請
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
戦
国
時
代
に
は
織
田
軍

に
よ
る
損
壊
も
あ
り
改
修
を
重
ね
、
上

杉
の
会
津
移
封
後
は
関
、
皆
川
、
堀
、

佐
久
間
、
松
平
、
永
井
、
青
山
、
本
多

と
城
代
・
城
主
が
変
わ
り
な
が
ら
も
受

け
継
が
れ
、
明
治
5
（
1
8
7
2
）
年
、

飯
山
城
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
古
の
絵
図
は
1
6
3
0
年
代
と

推
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
1
6
4
0
年
頃
、

1
6
8
0
年
頃
、
そ
し
て
19
世
紀
頃

の
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
の

変
遷
か
ら
、
湿
地
だ
っ
た
西
側
の
土
地

が
1
6
8
0
年
頃
に
は
埋
め
立
て
ら

れ
、
武
家
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
武
家
屋
敷
の
ほ
か
公
共
施

設
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
西
と
南

に
城
下
町
が
発
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
上か

ん

町ま
ち

、
本
町
（
下
町
）、
肴
さ
か
な

町ま
ち

の
3
カ
町
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
、
愛あ

宕た
ご

町ま
ち

と
伊
勢
町
の
2
カ
町
が
で
き
ま
し

た
。
関
田
山
脈
の
麓
に
は
そ
の
時
々
の

藩
主
が
菩
提
寺
を
は
じ
め
と
し
た
寺
を

勧
請
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
周
辺
は
、
農

民
が
暮
ら
す
村
々
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
1
6
4
0
年
頃
に
は
現

在
に
続
く
城
下
町
、
寺
町
が
形
づ
く
ら

れ
は
じ
め
、
完
成
し
た
の
は
松
平
氏
の

頃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
城
の
守
り
を

固
め
て
い
く
た
め
に
も
、
城
の
ま
わ
り

に
家
中
の
武
家
屋
敷
、
町
家
そ
し
て
寺

を
配
置
す
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
当

初
か
ら
意
識
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
現
在
で
も
城
下
5
カ
町
は
疫
病
を
祓

う
夏
の
祇
園
祭
が
行
わ
れ
、
周
辺
の
集

落
で
は
収
穫
を
祝
う
秋
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
の
も
、
成
り
立
ち
の
違
い
が
見

て
取
れ
ま
す
。
集
落
の
秋
祭
り
は
江
戸

時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

で
、
神
楽
舞
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的

で
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。。
ち
な
み
に

飯
山
市
で
は
小
菅
神
社
が
建
つ
小
菅
地

区
も
古
く
か
ら
栄
え
た
地
で
、
こ
こ
で

も
祇
園
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
平
氏
以
降
、
青
山
氏
の
支
配
下
で

は
最
大
の
4
万
8
千
石
に
ま
で
な
り
ま

し
た
が
、
最
後
の
藩
主
・
本
多
氏
の
頃

に
は
2
万
石
と
な
り
、
周
辺
の
武
家
屋

敷
に
空
き
家
・
空
き
地
が
目
立
っ
て
い

た
こ
と
も
絵
図
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ

し
て
迎
え
た
明
治
元
（
1
8
6
8
）
年
、

旧
幕
府
軍
の
衝
鋒
隊
の
攻
撃
を
受
け
た

飯
山
の
城
下
は
半
分
ほ
ど
燃
や
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
飯
山
の
戊
辰
戦
争
、
通

称
飯
山
戦
争
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
焼
か
れ
な
か
っ
た
ら
町
並
み
が

残
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
と
も
限

自
然
地
形
に
守
ら
れ
る
城

飯
山
城
下
の
ま
ち
づ
く
り

三の丸から望む千曲川。川岸には馬

場や矢場のほか船場や茶屋もあった

が、かつてはもっと川が城に近かっ

たと想像される

右頁／移築復元された城門。長屋門として改修されていたものを、資料を元に忠実に復元し

た　下右・下左／本丸の出入口の虎口と呼ばれる場所は防御と攻撃のために枡形が配された。

門や口を二重に構えて簡単に入られない工夫　

飯山市ふるさと館

望月静雄 館長

飯山城、
その成り立ちを知る

より深く飯山城を知るために、2024 年に「飯山城−築城 460 年記念−」秋季企画展も
開催した飯山市ふるさと館の館長・望月静雄さんにお話しをうかがいました。

越
後
と
信
濃
の
軍
事
交
通
の
要

戦
国
時
代
を
生
き
抜
く
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鰻

醸

甘

創業 3 0 0 年 超、城下に息づく商い
飯山城下を支えた商家の数々。

形を変えながらも、江戸の頃の文化を受け継ぎ今に至る店をご案内します。

り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
家
々
が
建

て
込
ん
で
い
て
当
時
の
ほ
か
の
城
下
町

と
同
様
、
大
火
の
多
い
町
で
も
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
明
治
19
年
に
も
、
昭
和
27

（
1
9
5
2
）
年
に
も
大
火
が
起
き
て

い
ま
す
。
昭
和
の
大
火
後
、
防
災
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
廃
城
に
と
も
な
い
、
建
物
の
取
り
壊

し
や
移
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

城
の
規
模
や
、
扇
坂
、
三
年
坂
な
ど
の

地
形
も
そ
の
ま
ま
に
残
り
ま
す
。
石
垣

や
移
築
復
元
さ
れ
た
城
門
な
ど
と
と
も

に
、
そ
の
全
貌
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
る
城
跡
で
あ
り
、
現
在
は
長
野

県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
世
に
築
城
さ
れ
た
城
で
こ
れ
ほ
ど

き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
の
は
め
ず
ら
し

く
、
全
国
か
ら
見
学
に
訪
れ
る
人
が
い

る
ほ
ど
で
す
。

　
現
在
、
駐
車
場
に
停
め
て
歩
く
と
、

す
ぐ
本
丸
へ
と
入
る
こ
と
が
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
こ
は
ひ
と
つ
、
ぐ
る
っ

と
回
っ
て
南
の
大
手
門
か
ら
入
城
し
、

帯
曲
輪
を
進
み
、
三
の
丸
、
二
の
丸
、

そ
し
て
本
丸
へ
と
順
に
進
む
「
正
し
い

歩
き
方
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
人
々
が
大
手
門
か
ら
右

手
の
高
い
土
塁
を
見
上
げ
な
が
ら
入
っ

た
こ
と
を
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
土
塁
の
上
か
ら
矢
や
石
が
飛

ん
で
き
た
ら
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
こ

と
も
確
信
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
急
坂
の
三
年
坂
を
上
が
る
と
、
平
ら

に
整
備
さ
れ
た
三
の
丸
か
ら
千
曲
川
や

飯
山
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
晴
ら
せ

ま
す
。
そ
の
急
坂
に
も
、
敵
軍
の
侵
入

は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
思
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
急
坂
を
か
つ
て
高

校
の
生
徒
さ
ん
ら
が
ス
キ
ー
の
練
習
で

滑
り
降
り
た
と
い
う
か
ら
驚
き
ま
す
。

　
そ
し
て
二
の
丸
を
経
て
本
丸
へ
。
絵

地
図
と
見
合
わ
せ
な
が
ら
、
ぜ
ひ
飯
山

城
の
今
昔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

かつての農村部にある奈良沢神社に伝わる

秋祭。大天狗が大松明と刀をで舞うほか、

さまざまな舞が奉納される

城址公園内には石垣や廓を高く

築いた地形など、かつての名残

が見られる

3 年に 1 度の小菅祇園祭で執り

行 わ れ る 柱 松 柴 燈 神 事 の 様 子。

国指定重要無形民俗文化財

飯
山
城
の
歩
き
方

明治維新ののち、飯山城を守るかの

ような静謐なたたずまいの葵神社

飯山市飯山福寿町 1117　☎ 0269-62-2213

11 〜 19 時　木曜休

飯山市飯山 3142　☎ 0269-62-3010　

8 時 30 分〜 19 時 30 分　日曜定休

飯山市飯山 1201-2　☎ 0269-62-3061

8 〜 18 時　不定休

う
な
ぎ
専
門
店 

本
多

加
賀
屋
醸
造

喜
楽
堂

最後の城主・本多氏の血筋で飯山藩の

家老が祖先。廃藩の際に何か事業をと

鰻屋を開業。かつて鰻は千曲川で獲っ

ていましたが明治の治水で激減。東京

から電車で運んだ時期を経て今は九州

を中心に極上の品を取り寄せ、店脇の

生簀で掛け流しの地下水に放ちます。

水が良いので臭みは一切なく、さばい

ても動き続ける新鮮さでふっくらとし

た身が特徴。当代の松岡友貴さんの思

いで、小さな子も含め 3 代で訪れやす

い店づくりが進められています。

3 代目の諏訪幸一さんと 4 代目の博士

さんがご家族中心に営む味噌蔵。飯山

藩主の佐久間安政が新潟・高田の上人

様を飯山の本光寺に招いた際にお供で

やってきたそう。造り酒屋、呉服屋を

経 て 味 噌 屋 と な っ て 約 100 年。 ほ か

の蔵では増えない蔵付きの特別な乳酸

菌と白もやし（タネ糀）を用いて天然

醸造します。まろやかな 1 年熟成とコ

ク深い 3 年熟成とがあり、常連客が量

り売りで買い求める、変わらぬ味と商

いがここにあります。

名物「千代の梅」は甘い餡を求肥で包

み、さらに香りさわやかな紫蘇の葉で

包んだ和菓子。菓子匠大升屋勘助が江

戸の頃に編み出したもので、時の城主・

本多氏が名付け親とも。大升屋で修業

した喜楽堂初代が製法を受け継ぎ、大

升 屋 な き 今 も そ の 技 を 伝 え て い ま す。

茹でた小豆の皮をむくことで上品な味

と色に仕上げます。似た菓子に茨城の

「 水 戸 の 梅 」 が あ り ま す。 参 勤 交 代 の

交流で生まれたのかと想像するのも楽

しいものです。

家老が幕末を生き抜くために

越後から移り酒屋から味噌屋へ

お殿様に納めた和菓子の技をつなぐ
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―
ま
ず
は
設
定
を
決
め
ま
し
ょ
う

　
戦
国
時
代
の
飯
山
は
上
杉
対
武
田
の

戦
い
の
な
か
に
あ
り
、
絶
対
的
に
上
杉

派
で
す
。
新
潟
と
も
ほ
ど
近
く
、
城
も

上
杉
景
勝
の
命
で
築
城
し
た
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、上
杉
対
武
田
の
定
番
「
川

中
島
合
戦
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
武
田
が

押
し
て
北
上
し
て
飯
山
ま
で
や
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

―
兵
力
差
が
大
き
い
の
で
素
通
り
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
?

　
飯
山
城
は
西
に
関
田
山
脈
、
東
に
千

曲
川
に
囲
ま
れ
た
狭
い
盆
地
に
あ
り
、

素
通
り
し
づ
ら
い
立
地
で
す
。
武
田
も

素
通
り
後
に
北
の
上
杉
軍
と
の
挟
み
撃

ち
を
恐
れ
て
攻
め
る
と
思
い
ま
す
。

―
で
は
ど
う
攻
め
て
く
る
で
し
ょ
う

　
考
え
ら
れ
る
の
は
兵
糧
攻
め
で
す

が
、
城
内
の
桜
井
戸
に
水
は
あ
る
の
で

長
引
く
か
と
。
長
引
く
と
上
杉
が
逆
襲

を
仕
掛
け
て
挟
み
撃
ち
に
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
兵
糧
攻
め
は
自
分
た
ち

の
体
力
も
削
ら
れ
ま
す
し
、
そ
う
な
る

と
水
攻
め
で
し
ょ
う
か
。

　
堤
防
を
築
い
て
千
曲
川
か
ら
水
を
引

け
ば
、
城
内
を
水
浸
し
に
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

―
人
足
と
時
間
が
必
要
で
す
ね

　
1
ヶ
月
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
妨
害
も

あ
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
こ
ま
で
の
労
力

を
費
や
す
か
と
い
う
と
確
か
に
疑
問
で

す
ね
。
雨
が
多
い
時
季
で
な
い
と
難
し

い
で
す
し
、
と
な
る
と
力
攻
め
か
謀

反
に
な
り
ま
す
ね
。

―
力
攻
め
は
ど
こ
か
ら
?
　

　
当
時
の
裏
門
の
南
門
で
し
ょ
う
。
し

か
し
扇
坂
の
右
の
高
台
か
ら
確
実
に
石

や
鉄
砲
、
矢
で
狙
わ
れ
ま
す
。
集
中

砲
火
で
す
。

　
こ
う
な
る
と
数
で
勝
負
、
運
良
く

当
た
ら
な
か
っ
た
奴
は
本
丸
を
目
指

せ
! 

と
。
で
も
結
局
は
力
攻
め
。
面

白
く
な
い
で
す
ね
。
ほ
か
に
、
ほ
か
に

何
か
手
は
…
。

―
ほ
か
の
入
り
口
は
い
か
が
で
し
ょ
う

　
橋
の
あ
る
と
こ
ろ
は
有
事
の
際
は
丸

ご
と
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
…

ん
? 

千
曲
川
の
方
に
も
ひ
と
つ
門
が

あ
り
ま
す
ね
。
こ
こ
は
川
を
越
え
な
い

と
い
け
な
い
し
、
か
な
り
切
り
立
っ
て

い
る
の
で
攻
め
る
に
は
難
所
で
す
が
、

二
の
丸
に
直
結
し
て
い
る
。

　
な
る
ほ
ど
…
分
か
り
ま
し
た
、
陽

動
作
戦
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
裏
門
か

ら
攻
め
る
と
思
わ
せ
て
、
こ
の
難
所
か

ら
攻
め
込
み
直
で
本
丸
を
落
と
す
。

―
坂
口
門
と
坂
下
門
で
す
ね

　
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
門
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
戦
国
時
代
は
敵
に
知
ら
れ
な
い
よ

う
城
内
図
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
と
い
う

話
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
内
部
の
裏
切

り
者
が
門
の
あ
り
か
を
漏
洩
し
つ
つ
、

裏
門
か
ら
敵
が
来
た
ぞ
と
注
意
を
逸
ら

す
と
い
う
の
で
い
か
が
で
し
ょ
う
。

―
裏
切
り
者
は
ど
な
た
で
し
ょ
う
?

攻めづらいとされる飯山城。そこで信州いいやま観光局きっての歴

史マニア・眞田秀平さんに、飯山城を攻めるとしたらどうするのか、

妄想を繰り広げていただきました。

南大手門を抜けたとしても右手

の西廓から飯山勢に迎え撃たれ

てしまうだろうと眞田さんは想

像する

　
た
と
え
ば
一
帯
の
地
侍
は
上
杉
に
何

百
年
も
仕
え
て
き
た
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に

日
和
見
し
な
が
ら
上
杉
を
裏
切
る
こ

と
は
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
武
田
に
領
地
を
奪
わ
れ
て
飯
山

に
逃
げ
て
き
た
人
た
ち
も
多
い
の
で
、

「
憎
き
武
田
」
と
思
っ
て
い
る
人
の

方
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

―
今
で
も
飯
山
の
武
田
嫌
い
は
か
な
り

強
い
で
す
よ
ね

　
そ
う
な
ん
で
す
。
む
し
ろ
上
杉
に

勝
っ
て
も
ら
っ
て
領
地
を
取
り
返
し
た

い
は
ず
。
し
か
し
武
田
は
調
略
を
得

意
と
し
、
川
中
島
で
も
合
間
に
調
略
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
当
時
、
寝
返
り
は

よ
く
あ
り
ま
し
た
し
…
、
と
い
う
わ
け

で
結
論
は
こ
ち
ら
で
す
。

裏
門
か
ら
力
攻
め
を
す
る
と
見
せ

か
け
て
、
武
田
が
得
意
と
す
る
調

略
で
内
部
情
報
漏
洩
。
坂
下
門
・

坂
口
門
か
ら
急
坂
を
駆
け
上
が
っ

て
本
丸
を
ひ
と
突
き

―
武
田
の
赤
備
え
が
攻
め
上
が
る
!

飯
山
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

　
飯
山
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
勢

い
づ
い
た
武
田
が
さ
ら
に
北
上
し
て

上
杉
を
倒
し
て
天
下
を
取
る
と
い
う

世
界
線
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
で
す
。

武
田
の
本
拠
地
の
山
梨
が
江
戸
の
よ
う

に
な
っ
た
か
と
い
う
と
海
が
な
い
の
は

難
し
い
の
で
「
越
後
江
戸
説
」
で
し
ょ

う
か
。

　
越
後
は
雪
が
多
く
は
あ
り
ま
す
が
、

海
も
あ
っ
て
米
も
よ
く
と
れ
る
豊
か
な

地
で
す
。
と
な
る
と
飯
山
の
位
置
付
け

は
ぐ
っ
と
上
が
り
ま
す
。
近
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
越
後
か
ら
南
へ
向
か
う
と

必
ず
飯
山
を
通
る
。
今
よ
り
も
か
な
り

栄
え
た
で
し
ょ
う
ね
。

　―
飯
山
が
守
り
切
っ
た
ら
?

　
武
田
を
壊
滅
さ
せ
る
く
ら
い
の
痛
手

を
負
わ
せ
ら
れ
た
ら
、
上
杉
が
南
下

し
、
真
田
も
上
杉
に
寝
返
っ
て
上
杉

天
下
説
…
つ
ま
り
ま
た
越
後
江
戸
説

が
浮
上
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
越
後
、
信
濃
、
甲
斐
と
、
南

北
に
長
く
て
守
る
に
は
大
変
。
結
局
、

領
地
の
奪
い
合
い
で
戦
国
時
代
が
長
引

き
、
た
ど
る
道
筋
は
違
え
ど
史
実
と
同

じ
と
こ
ろ
に
行
き
着
く
気
も
し
ま
す
。

　
戦
争
が
長
引
い
た
ら
、
飯
山
の
ま
ち

づ
く
り
は
も
っ
と
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た

は
ず
で
す
。
そ
う
す
る
と
こ
こ
ま
で
栄

え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
戦
争
が
な
い
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
ね

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
攻
め
て
み

て
分
か
っ
た
こ
と
は
「
攻
め
ら
れ
な

く
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。今
の
世
界
線
で
よ
か
っ
た
で
す
。

飯山城を攻めてみた
！

後 日 談 …
この壮大な「妄想」を、飯山市ふるさと館の望月館長に聞いて
いただきましたところ…

「残念ですが、あの坂は登れません。千曲川を甲冑で渡ること
は不可能ですし、坂の下には馬場もあって見張りもいました。
なにより坂があまりにも急です。そもそもあの通路ができたの
は江戸時代です。したがって飯山城は落とせません。小さくと
も難攻不落なのです」と笑顔で一蹴でした。
しかしながら「飯山城を攻めてみた !」ところ、壮大な妄想を
繰り広げ、もうひとつの戦国時代を生きたような感覚を楽しめ
ました。皆様も史実と照らし合わせたり、絵図を眺めたりしな
がら、ぜひ難攻不落の飯山城、攻めてみるのはいかがでしょう。

語り手 : 眞田秀平さん

（信州いいやま観光局スタッフ）

聞き手 : いいやま旅々編集部

坂口門跡の付近から、坂下門跡方面を望む。今

でも歩いて降りるのをためらうほどの切り立っ

た急坂
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も
っ
と
知
り

た

い

飯
山
城

飯
山
城
下
町
開
町
4
4
0
年
を
記
念
し
て
2
0
2
3
年
に

発
売
。
御
朱
印
な
ら
ぬ
御
城
印
、
城
を
訪
れ
た
証
し
で
す

4
月
中
旬
〜
下
旬
4
0
0
本
も
の
桜
が
城
を
包
み
ま
す
。

開
花
期
に
は
飯
山
城
址
さ
く
ら
ま
つ
り
も
開
催

武
士
の
鍛
錬
の
た
め
に
藩
校
が
多
く
建
て
ら
れ

武
道
が
推
奨
さ
れ
た
名
残
も
あ
る
の
か
今
も
盛
ん
で
す

飯
山
高
校
に
つ
な
が
る
三
の
丸
の
急
坂
で

生
徒
ら
が
ス
キ
ー
の
練
習
も
し
ま
し
た

御城印桜の名所

城内の武道館長野県スキー発祥の地

飯山城を訪れるときに、あわせて知っていたら
もっと飯山城を、飯山のまちを楽しめるはずです。

江
戸
時
代
初
期
か
ら
続
く
手
漉
き
和
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城 t e r r a c e 内山紙

妙専寺  山 門

廃藩後、飯山城内の門は商家や寺に払い下げられました。

そのひとつ、本丸にあった裏門の不明門が神明町の妙専寺へ。

やや南、愛宕町に建つ妙専寺の分院です。

城外に移築された城門

季節の花が咲き誇る境内。本

堂 は 1948（ 昭 和 23） 年 に

焼失したが 80 年に再建


